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どんな研究 どこが凄い 目指す未来

乾いた風景を雨上がりに
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～物体表面を濡れているように見せる質感編集技術～

ものの質感を人間がどう認識してい
るかはよくわかっていません。もの
の質感は雨に濡れたりすることで変
化します。本研究では、湿り具合の
ようなものの質感の状態変化を推定
する人間の知覚の方略を明らかにし
ました。さらに、この知見を応用し
て、映像の見かけのウェット感を操
作する技術を開発しました。

光の物理学と人間科学の知見を融合
することで、ものの湿り具合を認識
する際に人間が利用する明るさと色
に関する画像特徴を特定しました。
さらに、湿り具合の認識のように複
雑な質感の認識は、映像に含まれる
色の情報量の大きさに依存して行わ
れるという知覚情報処理の新たな原
理を発見しました。

ものの湿り具合のように複雑な質感
をCG再現するためには現在とてもた
くさんの計算量を必要とします。ま
た、ものの複雑な質感を画像から認
識するためには、ものの形や照明環
境の情報を詳細に知る必要がありま
す。人間の脳のしくみを利用するこ
とで、未来には簡便で高速に質感編
集・質感認識が可能になります。
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Material editing that makes object surfaces look wet

ウェット変換: 見かけのウェット感を上げる画像処理

ウェット変換によって風景がなぜ濡れて見える？

操作1: 画像の明るさを変調します。元画像の中で明るい部分を明るいままに、暗い部分をより暗くします。

操作2: 元画像に含まれる全ての色の鮮やかさを強調します。
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 物理的にものが濡れた場合、水と素材との間で生じる光の多

重反射によって光は暗く鮮やかになります。さらに、ものの表

面を水が覆うことでハイライトが生じやすくなります。これらの

色・明るさ特徴をウェット変換が定性的に捉えているために濡

れて見えます。

 色数が少ない画像より、多い画像のほうがウェット変換の効

果は高くなります。

 ウェット変換が生む画像特徴はものが濡れる場合以外でも起

こりますが、さまざまな表面に同時にその特徴が現れると湿り

が原因である可能性が高まります。
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光学的な要因 認知情報処理的な要因
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